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原 著

腸 チ フス豫 防注射 に依 る接種結 核症

兒童 の觀 察

(第報1)臨 躰的統計的所見
(上腕及び腋窩の変化)

國立兵庫療養所(所長小川博士)

田 村 政 司

緒 言

人型結核菌の皮下感染例は極めて特殊な揚合で

あ り、 免疫 を目的 として幼見に皮 下 注 射 した

Selter等 の例、又Lindemann,LehmannrElsen一

肋rg,Deneke,比 企,三 谷,檎 林等の臨床或は

剖検報告があるがいすれ も少数例である◎

昭和21年5月 兵庫縣道揚國属学校で腸 チフス

予防注射を実施せるに、多数見童の注射部位に接

種結核症の発生を見た｡そ の原因的考 察 に就 て

は、昭和22年4月 厚生省浜野予防局長が日本結

核病学会で報告したが、我 々は昭和 ・21年10月

以來これ等兇童の局所変化を、経過を追つて槻察

する機会を得たので、ここにその主要所見 を述べ

る｡

1観 察材料並びに方法

L兵 庫縣道場國民学校では、初等科1年 より高等

科2年 までの見童及び女子青年学校生徒631名 に

対 し、昭和21年5月6日 及び13日 の2回 ・神戸

衛生実験所製腸チフス・ノ鴎ラチフスAB混 合 ワク

チン(以下 牙フスワクチンと略記〉一第1測Q・3～

O.5cc、 第2回O.5～1.Occ'・ …一・を上腕皮下に注射 し

た｡

然 るにこの注射隊 不明の原因で結核菌が同時

に注入された ものの如 く、約1月 後 より注射部位

の皮膚硬結と所属腋窩 リンパ腺腫脹との局所症が

102名 に現われた｡而 もこれが結核性変化なるこ

とは同年9且 兵庫医大石川教授等に依て看破 され

たのである｡

注射施行者は女医、保健婦、看護婦の3名 であ

るが、女医はガ フキーV～ 穫 琴を証明する開放

性肺結核患者、保健婦と看護婦 とは共に健康者で

ある事が確認せ られた｡"

皮膚硬結及び所属腋窩 リンパ腺の病理組織像は

第2報 に述べる｡叉 人型結核菌であることは、兵

庫縣衛生課及び京大結核研究所植田教授の下で白

石、片山氏等 に依つて確められた｡藝

白石、片山氏等に依ると、兇童及び女医 より分

離 した菌株はV・すれ も人型結核菌であ｡るが、これ

らの菌株の異同を断定 し得るが如き特異点は今 日

なお見出し得ない｡然 し実験成績 を綜合判断する

と、見童 より分離せる菌株は相互に類似せること

を示 し共通な由來を示す も、女医株は対照 とぜる

フランクフル ト株 よりは、はるかに見童の菌株に

近い性質を持つ ように思われるが、今日は断定は

さしひかえると｡

我 々は地域的関係か ら、これ ら一部見童の局所

病変の治療を行V・、文22年11月 以來これ ら罹

患兇童の約半数を國立兵庫療養所に牧容 し、相笥

長期に亘 り親しく経過を観察することを得た｡・

局所病変の早期の変化億兵庫医大石 州 外 科 教

室、結核予防会及び國立療養所春霞園の記録 を参

考 とした｡

II・ 局所症状 を生 じた児童歎

注射部位及び リンパ腺に変化 を生 じた 見 童 は

102名 で・チフスマクチン接種者!631名 に対し、

16・1%に 当る｡こ れ を学年別に槻 ると第1表 の如

く、その半数に近 き44名 は初等科3年 で最 も多
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く、女子青年学校生徒にも3名 あるが・高等科2

年には1名 の発生 もなかった◎男女は略々同数で

ある。初等科3年 に最 も多発したことは第1細 注:

射 は初等;科1、2、3年 の順に、第2回 目は初等

科3年 より始 ま鉱1年2年 は上級 生の隙 τ混入

して注射を受:けたことも何等かの関係があるか も

知れぬ。.

注射施行者を記憶している者が83名 あった◇

女医、保健婦、看護婦のいすれから注射 を受けた

者か らも発生 しているが、2回 共女医に受けた者

は35名 、どちらか1回 を女医に受けた者は37

名、2回 共保健婦或は看護婦に受けた者は11名

である◎

なお同女医は同じ頃に他の國民学校に於ても、

岡一製品のチフスワクチン注射 を行ったが、この

学校に於ては接種結核症の発生を見 なかった¢

ICI.豫 防注 射 と罹患 側

罹患児童102名 の中左上腕並びに腋窩に病変の

生 じた者は96名 、右上腕並びに腋窩が6名 で、

左右両{則に変化の生 じた者は1名 もない◎

注射側と罹患側との関係は第2表 の如 く、2回

共伺側に注射を受けた考及び第1回 のみ左上腕に

受けた1名(症 捌74)は 、その局所変化 も共に一・

致 しているが、第1回 を左。第2回 を右に受けた

者2・名あ砂、内1名(症 例2)は 左に、他の1名

(症例65)は 右に変化を生 じて"る 。 これか らす

れば第1回 注射時にも第2回 目にも結核菌感染の

機会があったと推測Ill来るOな お左に第1回 注射

のみしか受けなかった1名 は女医に、右に変化の

生 じた1名 は第1回 左を看護婦に、第2回 冶を

保健婦によ夢施行 された者である◎

IV.注 射部位附近の所見

注射 を受けた と思われ る上腕部位に硬結腫脹 を

生 じた者が101名 あり、その中大体孚数近 くが チ

フスワクチン注射後約1ケ 月前後即ち21年6月

に気付ぎ、遅 くとも同年10～11月 までにi気付 い

ているが悔紛1葬 後の22年5月 末に氣付い疫著

が1名 ご症飼93)あ る ぐ第3表)。 チフスワクチン

注射後1週 間以内に局所の腫脹:があったこと、あ

るいわ多少の発熱があった纂を述べる児童 も数名

あるが、その後に切開 した局所硬結 との連続的既

係は不明であり、チフスワクチン注射それ 自身の一

局所反慮であったとも:考え られ、又K:och氏 現象

に当る急性皮膚潰瘍を生 じた者は1名 もない◎そ

の症歌は緩慢な痙痛なき皮膚硬結発赤 を生 じ、後

漸次軟化をはじめ小指頭大程度時に鳩卵大た及ぶ

ものあ り、時にはその前後に軽度の惨痛 を覚 え、

次で腋窩 リンパ腺腫脹を訴 う。明 らかに リンパ腺

腫脹の上腕病変 に先行 した者は1名(例 症33)の

みである◎

症例91■13:歳 ♀ ツ反慮外 赤沈8

左上腕に21年6月 中ごろ硬結腫脹 を気付 き、

7月8日 切開を受け10月 末疲痕治癒 した◎左腋

窩 リンパ腺 もすでに6月 中ごろ腫脹に気付 き、&

月9日 には自潰した◎自潰創は治癒せす10月 ご

ろには鶏卵大程度に腫脹 し、22・ ・年2月20日 母

指頭大～碗豆大の リンパ腺10個 摘 出す。

症例93■ ユ2歳 ♀ ツ反感若 赤沈7

22年5月22日 左上腕の硬結にi氣付』く、6月2

日蚕豆大皮下硬結1個 触知し同月10日 摘出す◎

左腋窩 リンパ腺腫脹は6月2日 揖指頭大なるも奮

然:に漸次縮少し、9月 蚕豆大、12月 にはほ とん

ど触知せす。然るに23年9月 再 び 小指頭 大 の

ものを触知 し、10月18日 碗豆大の もの5個 摘聾

す◎

症例33■9歳 ♂ ツ反癒甚 赤沈6

21年9月11日 左上腕変化なきに左腋窩に小

指頭大 リンパ腺触知、10月2日 ごろ軽い熱感 と

共に左上腕の硬結に気付 く、同月30月 には指頭

大皮下硬結、腋窩は蚕豆大、22年2月13日 碗

豆大の皮下硬結、蚕豆大の リンパ腺各1個 摘 餌

す◎

硬結が軟化自潰した者は8名 で、最 も早い者は

21年6月25日(症 例62)で ある。その他の大

部分は21年6月25日(症{列32)を 最初 とし一

白潰するまでに切開 された。切開創の大部分は皮

下組織 まで、稀 に筋暦まで侵 され、肉芽は貧血弛

緩性で淡黄色膿汁乃至儂苔 を附 し、周辺健康皮膚

との闇に浅い穿掘を生 じ、切開劇の大きいものは

55x30㎜ に及んだ。その治癒には少 くとも1月
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長いものは数月を要 し、一度疲痕治癒 しても再び

硬結膿瘍 を生 じ、再切開を受けた者 も少 くなV・
'が
、初発病竃は22年9月 ごろには全 員 治 癒 し

た◎一度 も切開を受けざる者の皮下硬結を9名 摘

出した◎基底部 とは癒着せるも皮囎 とは移動性あ

る蚕豆大～碗豆大の硬結で、周囲に浸潤なくして

普通1佃 であるが、1名(症 例101)の み初診時 よ

り2個 触知 した。摘 出すると、皮下脂肪組織内で

筋膜上に癒着 し被膜様物 に包 まれた蚕豆大～碗豆

大の塊で、その中心部には乾酪様物質を認め、手

徳時醗に軟化していた もの もある◎

症例10117歳 ♀ ツ反鷹陽性 赤沈7

21年7月 初旬左上腕の硬結2個 あるに気付 く、

22年1月 初診時には相接 した碗豆大皮下硬結2・

側 を触知、3月13日 蚕豆大硬結1個 碗豆太の も

の2個 を摘出す◎同年5月 痩猿に近 く小豆大の皮
疹垂

下硬結 を触知するも漸次縮少し、23年9月 には

全 く触知せす、左腋窩 リンパ腺は22年 ユ月碗豆

大、2月 蚕豆大のもめを触知せるも、6月 には米

粒大となり23年9月 には触知せす◎局所変化の

異型 とも云 うべ き、注射部位には初か ら硬結 を触

卸 しない者、あるいは初発皮下硬結が浩失 した者 ・

が3名 ある◎

虚夢鐸5610歳 ♀ ッ1反:慮十←;赤 沈4

注射部位には初か ら硬結 を触知せす、左上腕内

側が腫脹 し21年8月24日 切開し、一度疲痕化し

たが22年1月 胃び痩孔 を生 じ、3月 治癒 した◎

左腋窩 リンパ腺は21年9月 小指頭大のもの数個

骸 知し、12月10日 鶏卵大に腫脹せ るを摘出し

た。小指頭大～碗豆大の リンパ腺はPaketを 形成

し、中1掴 は軟化していた◎22年 β月再び碗豆

大の もの数個を触知せるも、漸次縮少し23年6

月には=全く触知ぜす◎

症例67■10歳 ♀ ツ反慮十 赤沈5

21年8月 下旬左上腕注射部位に軽度の惨痛 と

共に硬結があったが、10月 には触知せす、その後

.同年11月 皮下硬結 を触知せるに22年1月 には

触知 しな くなった。然 るに同年6月 及び9月 の検

診時再び碗豆大の皮下硬結 を触知、放置せ るに12

月以後は触知 しない◎左腋窩 リンパ腺は皮下硬結

と共に碗豆大に触知 したが、漸次縮少 し23年5

月には全 く角蜘 しない。21年10那0日 及び23

年5月20日 胸部「レ」線耳翼で右中野に境界比較

的鮮明で核をもつ円形陰影 を呈した。23年10月

喀湊培養を行い結核菌聚落1偶 を認めたが、それ

以前数度の培養は陰性であった。23年11月 より

右側人工:氣胸を施行す。 この児童の父は閥放肚肺

結核症である◎

症弼58■10歳 ♀ ッ反慮外 赤沈13

21年1Q月 左上腕に皮下硬結触 知し、140γ「レ」

線照射 を行 う12月 には硬結触知せす。左腋窩 リ

ンパ腺は小指頭大の もの1個 触知 し:たが、「レ」線

照射に依 砂滑失す。本例は19年 既にツ反慮陽性

で、22年1月 胸部 「レ」線耳翼に初感染群石衣沈

着陳を認めた。喀痩中結核菌培養で陰性。2年 前

長兄が胸膜炎に罹患している◎

注射部位に最初に発生した硬結即ち初発病竃の

他に皮下に韓移硬結 を生 じた者が40名 ある◎多

くは上腕初発病竃に近 き求心位の皮下硬結である

が、リンパの逆流位に生 じた者 も6名 ある(症 例

15,19,26,62,83,88)。 又上腕内側で初発病竃と

所属 リンパ腺 との申問位に碗豆夫～栂指頭大の皮

下硬結を18名 に生 じた。中2名(症 飼25,56)

は リッパ腺摘出までに生 じたが、他は リンパ腺摘

出、初発病竈治癒後に遅いものは注射後2年2ケ

月後の23年7月 にも発生した(猛 例29)。 又初

発病竃に近 く23年9月 になって皮下韓移硬:結の

自潰 した者 もある(症例86)ざ 一方米粒大 程 度の

皮下硬結韓移窟が自然に触知 しなくなった者 も8

名ある。皮下軸移は1人 で2ケ 所に生 じた者 もあ

り、又1名(症 例15)に 筋結核を左上腕に発生し

た。

V・ 腋窩 りンバ 腺 の所 見

所属腋窩 リンパ腺の腫脹は注射部位に病変 を生

じた もの全部 に一膝触知した。 リンパ腺腫脹が明

かに上腕病変 に先行した者が1名 あった ぐ症例

33)。 大 さは第4表 の如 く揖指頭大～碗豆大の も

の1個 ～数個が最 も多 く、弾力性軟で可動性、皮

膚には著変がない。然 し中にはPaketを 形成す
り　　

る ものあ の、小兇手拳大に及んだ者 もある(症 例

1)Q更 に同測上下鎖 骨窩 リンパ腺 をも触知する

_一.3一 一 一
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者 もあ り、栂指頭大に及んだ ものもあるが、数は

1～2偶 で切開あるいは摘出を受けた者は6名 で

ある。その中の1名(症 例72)は 腋窩 リンパ腺 よ

夢路早く腫脹 し切開した◇

症例1■8歳 ♂ ツ反感昔 赤沈5

21年7月2日 左上腕硬結を切開、更に皮下轄

移を切開11月 ごろ治癒せるも、22年6月 更 に

鏡面大の皮下硬結を生 じ切開 した。同年12月 第

2回 切開疲痕に米粒大硬結を触知したが何時しか

触知 し難 くなった。左腋窩 リンパ腺は21年9月

中旬小見手拳大に腫脹 していた。10月1日 摘出更

に22年1月20日 に再摘出す◎同年12月 には

再び碗豆大の もの1個 を触れたが、23年6月 には

消失した◎3ζ21年9月 鎖骨上窩に栂指頭大、下

窩に小指頭大の リンパ腺 を触知し10月 鎖骨上窩

の方を摘出、下窩のものは漸 次縮 少 した、木鋤

は21年10月30日 胸部「レ」線写眞に軽度の右

滲趨性胸膜炎鹸を呈し、以後 右横隔膜 高位 を示

した◎ ゆ

腋窩 リンパ腺は1名(症 例62)の み21年6月

下旬に摘腐したb;他 の82名 は10月 以後に一

自潰3名 、切開 を受けた8名 も:再び一摘出手術が

行 われた◎最 も早 く行われた切開は7月7日(症 例

20)で 、自潰 したのは8月9'日(症 例91)で ある。

摘出 リンパ腺の大 さは栂指頼大か ら米粒大、最 も

多いのは小指頭大～碗豆大の もので、大小30個

のP濾etを 作るものもあれば輩に1～2側 の:者も

あ の、強力性軟で「レ」線照射した者以外は周囲と

の癒着なく比較的簡軍に摘出され、時には乾酪様

物質の軟化せる者 も混っていた。一一般に早 く摘出

された者程腫脹の程変 もはなはだしく数 も多 く、

遅 くなれば次第に軽度で数 も少 ぐなって來た。:取

り残 された リンパ腺が再び腫脹 し、再摘出した者

も18名 あるの

自潰あるいは切開摘出等を行わざる17名 中に

は初発病竈:がある頃 には最大鳩卵大、掩指頭大以

上の リンパ腺腫脹を触知し得たものが、初発病竈

の疲痕治癒すると共 に自然に漸次縮少し、触知し

難 くなった者 もある。一般に リンパ腺腫脹は時 日

と共に縮少の傾向を示 したが、一方注射部位病竃

治癒後においてギ一度摘出せるにかかわらす再び

小指頭大～碗豆大の リンパ腺 を触知した ウ、一度

自然に触知し難 くなった者が念に再び触知可能と

なった例が、チフス ワクチン注射2年 以後にも親

察され、23年8月 初旬になって自演 した もの も

ある(症例102)◎ 又、.._..度腋窩 リンパ腺 を摘 幽し

た後で、再び腋窩に蚕豆大～小指頭大の リンパ線

様硬結を触知 し、摘餌を行 うに結核性の結締織硬

結であった者が2名(症 例37,75)あ る◎かれ等

は前回摘出時に手術創の化膿 した者である◎

症例8■9歳 ♂ ツ反磨陽 性 赤沈6

右上腕 に21年6月23日 腫脹に気付 き、7月

20日 切開を受け22年1月 治癒、然るに22年6

月ごろ米粒大の皮下硬結 を触知せるに何時 しか漕

:失す。左腋窩 リン六腺は21年9月11日 小指頭

大・11月28日 には全体として鳩卵大に及ぶ◎

放置せるに22年1月13日 には碗豆大3個 に縮

少 しtV豆 大、12月碗豆大 とな り「レ」線照射

6007に て消失す。右鎖骨下窩 リンパ腺を21年

11月 切開 し22年1月 治癒 す◎.

症例83■11:歳 ♀ ツ反慮十 赤沈6

21年6月 末左上腕に硬結 を気付き、10月 小指

。頭大 とな り同月中旬切開、更 に リンパ逆流位 にも
ぢ

硬結を生 じ12月 末切開 し一22年1月 末に痩猿

治癒 す。左腋窩 リンパ腺は21年9月11日 小指

頭大、22年1月21日 碗豆大数偶、6月3日 に

は米粒大 となったが23年2月 再び小豆大、然 る

に4月 念に小指頭大の もの1個 を触知し、同月15

日蚕豆大のもの1個 碗豆大2個 を摘出す◎

反対側腋窩 ソンバ腺は、初期には小指頭大以下.

碗豆大～米粒大の ものを1～2個 約4/5に 触知し

たが、これ も時 と共に漸次触知 じなくなった。

対照として ツ反鷹陰性児童106名 の腋窩 リンパ

腺を検診 したが、一一側あるいは両側に碗亜大～米

粒大の もの1～2個 を2/3に 触知 した。小指頭大

の もの各1個 を触知 した3名 があるが、かれ等の

上肢には劔を認めなかつアと。

.総 括

原因は明かではなV・が腸チフス予防注射に関係

し・上腕皮塒及び腋窩 リンパ腺に結核初期変化群

を生 じた接種結核児童102名 の観察を行った。
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注射施行者3名 の中1名 の女医は開放性結核患

者であるが、他の2名 は健康者である｡患 見はこ

れ等3名 の注射施行者のV・すれか ら注射 を受けた

者か ら竜発生 している｡3ζ結核菌感染の機会は第

ユ回注射に も、第2回 目にもあつたようである、

勿論接種 された人型結核萬量は不明である｡

局所変化を生 じた者は102名(16・1%)で ある

が、その中にも注射部位に変化を認めすして リン

パ腺に変化を現わした者、1年 後 に初 めて注射部

位に変化を生 じた者、あるいは一時皮下硬結を生

じなが ら後自然に吸牧消失した者等が数名ある｡

チフスワ久チン注射時結核萬 も同時に接種 されな

が ら、局所変化を生 じなかつた者があるか も知れ

ぬが、これを立証することは困難である｡

罹患側は左96名 、右6名 で、初発病竈は結媛

噛 が接種 されたと推定 され る時 より約1月 後に

1/3が氣付いたが、1年後に硬結 を氣付V・た1名 も幾

ある｡切 開創は難治性で早いもので も1月 長b

ものは数ケ月を票 して・一度疲痕治癒 して も再び

硬結あるいは膿瘍を生 じた者 もある｡叉 初発病竃

が吸牧消失 したと思われ る者 も2名 ある｡皮 下轄

第1表 学 年 別

位病竈 も40名 に見 られ、 リンパの逆流位に生 じ

た者 も6名 ある｡注 射部位病竈が治癒 し腋窩 リン

パ腺を摘 禺した後、チフスワクチン注射後2年2

ク月で上腕内側に韓移病竃を発生 した者 もある｡

又初発病竈に近 く2年4ク 月になつて皮下韓移硬

結の自潰した者 も1名 あるe

所属腋窩 リンパ腺は初発病竈発生後閣 もな く腫

脹し表 ようであるが、明かに リンパ腺腫脹が先行

したと思われ るものが1名 ある、小指頭大前後1

個～数個 を触知する者が最 も多 くPaketを 形 成

し小晃手挙大に及んだ者 も1名 あつた｡リ ンパ腺
き

摘愚手術 を行つた者は83名 であ り、一方注射部

位病窟は疲痕治癒 し、一度摘萬せるにかかわ らす

再び小指頭大～醗豆大の ものを触知 した り一再摘

餌18名 一、一度自然に触知 しな くなつた リンパ

腺が急に再び触知可能となった例が、チフスワク

チン注射2年 後にも槻察 された｡更 に同飼上下鎮

骨窩 リンパ腺をも触知 し、切開あるいは摘萬を受

けた者が6名 ある｡そ の中の1名 は腋窩 リンパ腺

よりも早 く腫脹 し切開 した｡〆

罹 患 者 数

L㍉ 三一阿
副 棚 初IIYt初v側 高1高ff 嫡i計

接 種 者数}86 68糎 ・ 681107 82 ぜ52喉 34 63t

捌1},1窯14
! 61・i 49

轡
4 0 Ql 3i53
8i6
…

0 3{102

%
{6・9い ・・7481819…3・ ・

9・7{・3・6 0 8,816、1

第2表 注 射 側 と罹 患 側 と の 関 係

＼ 海射側

羅患側＼ ＼
2回共左2回 共右 第1回 左1第1回 の第2

回右1み 左

左 192・ 碧 ・ ■ 三 』 ・ 　 ・i

l・}5・{01

第3表 注 射 部位 の変 化 発見 時期

不明i計
き

2!

右 0

娠「 　

ご

年 》月

例 数

21年6月

45

21年7月

18

2・剛21年9月121年1・ 月1・1年・1月i22年5月 騰 ら

5 5 4 1 1 30
μ
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第4表 腋窩 リンパ腺の大さ(2工年9西10月)

大 さ

側 数

小手拳
大

1

鶏卵大

磐

鳩卵大

5

くるみ
大

5

母指頭
大

8

小指頭
大 蚕豆大

,52}4
1

碗豆大

10

小豆大

1

不 明

14

ビタ ミンKの 結核菌 に及 ぼす影響

久留米医大細菌学教室

占 部 薫

弓 削 静 彦
蓉

(こ の研究は1部 文部省科学研究費によつた)

は し が き

ゼ タ ミ ンKのi類 似 物 質 で あ る2-Methy1-3-hydro-

xy-1・4-naphthochin◎ny帥 ち フ チ オ コ ー ル 〔1〕 が

エong培 液 内 で の 結 核 菌 の 発 育 を 高 濃 度(1,000倍)

で は 抑 綱 し 、 低 濃 度(100万 倍)で は 逆 に 促 進 す る

と外 山 α)は 報 告 し て お り、 國 保 ② も 同 じ ぐNaph・

thochiRon系 物 質 で あ る2-Oxy-naphthochinon<1 .

4)及 び3-Amin・-2-・xymaphth◎chin◎ ・t-一(1.4)は&0

00～16,000倍 で 、 ま た4-Amino・naphthochinon-

(12)及Pt"2-Amin・-maphth・chin◎n-(1.4)-imid-(4)

は321000～64,000倍 でKirchinα 培 液 内 の 結 核

蔚 の 発 育 を 阻 止 す る と の べ て い る 窃

と こ ろ で 以 上 の 諸 物 質 と同 系 統 で あ る と こ ろ の

ビ タ ミ ンK(以 下V｡K)は 、 こ の 点 如 何 な も の で

あ ろ うか｡最 近 戸 田 ・阿 武(3)は 、Slidecellculture
　

法 によつて桧討 した結果、VJK3の 結骸菌発育抑

剃作用は フチオ コールのそれ よわも劣る旨報沓し

ているが・われわれはそれとは全 く別個に以下述
ゆ

べる ような方法によつて、試験管内並びに生体実

験 をおこなつた結果、この方面に新たな知見を加

え得る威績をあげることができたように考えるの

で以下略報する｡

A試 験管内實験

1・貿験方法

の 供試v・Kほ 畑 藥品工業会耐のカチ_フ

液 を用 い た｡こ の1cc中 に はV.K3=2・Methy1-

1・4-・・aphth・chin・n〔Dの 重 亜 硫 酸 ソ ー ダ 化 合 物

=2・Methy1-1.4-llaphthochinon一 ロatriumbisulfit -?

verbindUng〔 班 〕 の10mgを 含 ん で お り
、 これ

はV・K3そ の もの と して は5mgを 含 む こ と と

な る 癖

帝II〕

評 、一幅
＼/＼/一 一〇H

il

O

OPhthioco1

〔皿 〕

曾

r＼/>1-CH3
＼/＼/

日
O

Kativ

〔骨〕

r☆ 呪
＼/＼/

辞
O

VitaminK｡
{♪

NaHSO3・2H20

b)供 試結核菌:岡 片倉培地上4週 闘培養の

人型Frankfurt株 及び牛型三輪株並びに同2週

問培養の鳥型71号 株 より、それぞれ法に從つて

つ くつた生塩水に よるlmg/1ccの 平等浮游液を

用いた｡

c)増 地:主 としてpH6.8の10%山 羊血清
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